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TPP交渉参加断固阻止 北海道総決起大会（札幌市民ホール）

TPP参加は許さない‼

農作業安全祈願祭　「交通事故並びに農
作業事故撲滅宣言」をする松井俊治常務
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「参加阻止まで全力で戦う‼」決議を満場一致で採択

四
月
二
十
七
日
、
札
幌
市

民
ホ
ー
ル
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参

加
断
固
阻
止
北
海
道
総
決

起
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

道
内
の
生
産
者
（
農
、
林
、

漁
業
者
）、
消
費
者
団
体
、

経
済
団
体
、
関
係
機
関
な
ど

か
ら
約
千
五
百
人
（
釧
路
地

区
か
ら
四
十
人
、
当
Ｊ
Ａ
か

ら
八
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
者
代
表
と
し
て
挨
拶

し
た
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

飛
田
稔
章
会
長
は
「
野
田
総

理
が
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る

日
米
首
脳
会
談
や
、
五
月
の

Ｇ
８
、
六
月
の
Ｇ
20
の
中
で

国
民
同
意
の
な
い
参
加
表
明

を
行
え
ば
、
重
大
な
背
任
行

為
に
な
る
。
道
選
出
国
会
議

員
や
道
議
会
議
員
は
我
々
の

気
持
ち
を
し
っ
か
り
受
け
止

め
て
、
政
府
に
交
渉
不
参
加

を
働
き
か
け
て
も
ら
う
。」

と
強
く
訴
え
ま
し
た
。

高
橋
は
る
み
道
知
事
と
喜

多
龍
一
道
議
会
議
長
は
激
励

挨
拶
し
、「
国
民
合
意
の
な

い
ま
ま
で
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参

加
は
断
固
反
対
‼
」（
高
橋
知

事
）、「
不
退
転
の
決
意
を
持

っ
て
立
ち
向
か
っ
て
い
こ

う
‼
」（
喜
多
議
長
）
と
強
く

呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
消
費
者
連
盟

の
山
浦
泰
明
共
同
代
表
が
、

「
私
た
ち
の
く
ら
し
と
Ｔ
Ｐ

Ｐ
」
と
題
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
国

民
生
活
に
与
え
る
影
響
な
ど

に
つ
い
て
基
調
講
演
を
行
な

っ
た
ほ
か
、「
国
民
的
議
論

な
し
で
の
拙
速
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
参
加
表
明
に
対
し
、
参
加

阻
止
ま
で
全
力
で
戦
う
」
と

す
る
決
議
を
満
場
一
致
で
採

択
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
道
農
協
青
年
部

協
議
会
の
黒
田
栄
継
会
長
の

音
頭
で
頑
張
ろ
う
を
三
唱
、

交
渉
参
加
断
固
阻
止
に
向
け

今
後
も
全
力
を
尽
く
す
姿
勢

を
示
し
、
参
加
者
全
員
で
強

く
訴
え
ま
し
た
。

TPP交渉参加断固阻止 北海道総決起大会
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カメラ

アングル春季地区別懇談会 開催

平
成
二
十
四
年
度
春
季
地
区

別
懇
談
会
が
、
四
月
二
十
三
〜
二

十
五
日
の
３
日
間
、
音
別
・
白
糠
・

鶴
居
の
３
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。農

作
業
な
ど
で
御
多
忙
の
中
、

３
日
間
で
合
計
53
名
の
組
合
員
の

方
々
に
出
席
頂
き
ま
し
た
。

懇
談
会
事
項
と
し
て
、
最
近
の

酪
農
畜
産
情
勢
、
平
成
二
十
三
年

度
事
業
報
告
及
び
決
算
承
認
、
平

成
二
十
四
年
度
事
業
計
画
の
設
定
、

第
六
回
通
常
総
会
の
招
集
及
び
提

出
議
案
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
出
席
し
た
組
合
員
の
方
々
か

ら
は
、
農
協
各
部
門
事
業
運
営
・

酪
農
経
営
及
び
生
乳
増
産
対
策
に

つ
い
て
な
ど
、
様
々
な
意
見
、
要

望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
出
さ
れ
た
意
見
、
要
望

を
集
約
し
、
理
事
会
に
お
い
て
今

後
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

音 別 地 区

白 糠 地 区

鶴 居 ・ 幌 呂 地 区
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第19回 釧路西部スプリングショウ

四
月
二
十
八
日
、
白
糠
町

共
進
会
場
に
お
い
て
、
釧
路

丹
頂
農
協
乳
牛
改
良
同
志
会

西
部
支
部
主
催
に
よ
る
第
十

九
回
釧
路
西
部
ス
プ
リ
ン
グ

シ
ョ
ウ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
ま
で
の
雨
で
足
元
が

悪
い
中
で
の
開
催
で
し
た
が
、

音
別
及
び
白
糠
か
ら
計
三
十

一
頭
の
牛
が
出
品
さ
れ
、
鶴

居
村
の
酪
農
家
植
田
紘こ

う
じ史

氏
が
審
査
に
あ
た
り
ま
し
た
。

今
回
の
デ
ー
リ
ィ
ク
イ
ー
ン

は
、
地
元
白
糠
在
住
の
松
倉

愛
佳
さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
各
部
の
審
査
が

進
む
中
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
は
、
白
糠
町
・
伊

深
洋
平
氏
の
出
品
牛
ヘ
イ
チ

ヤ
ン
ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
ク

ラ
イ
ス
ラ
ー
（
八
部
三
歳
経

産
ク
ラ
ス
）
が
、
ジ
ュ
ニ
ア

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、
白
糠

町
・
照
井
優
氏
の
出
品
牛
ラ

ブ
ハ
イ
ド
ボ
ー
ド
ス
ー
パ

ー
プ
ラ
イ
（
四
部
十
五
〜

十
八
ヶ
月
未
満
）
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

主
な
入
賞
牛
及
び
出
品
者

は
表
の
と
お
り
で
す
。

審査員：植田 紘史 氏

入 賞 牛 一 覧 表
グランドチャンピオン

ヘイチヤン ゴールドウイン クライスラー 伊 深 洋 平 白 糠

リザーブグランドチャンピオン
KWF サ ン チ エ リ ア ダ ー ハ ム ビ ユ ー ㈱敬和ファーム 音 別

ジュニアチャンピオン
ラ ブ ハ イ ド ボ ー ド ス ー パ ー プ ラ イ 照 井 　 優 白 糠

リザーブジュニアチャンピオン
ヘ イ チ ヤ ン ベ ツ ス DM ア イ オ ー ン 伊 深 洋 平 白 糠

部 結果 名　　　　　号 出 品 者 地区

1部
1位 ウツズスター エンペラー ブラツクストーン レオ 林 　 稔 幸 白 糠

2位 リ ー ダ ー シ ー パ ー ロ ー リ ン 田 井 克 広 音 別

2部
1位 アドミラル ダーハム デイアリー オフ 松 田 浩 二 白 糠

2位 フオグランド ドリーム アイオーン マルテデイー 五十嵐　大　地 白 糠

3部
1位 ヘイチヤン ベ ツス DM アイオーン 伊 深 洋 平 白 糠

2位 BS エ スケイプ アイオーン ゲイブ ㈱大坂ファーム 音 別

4部
1位 ラブハイド ボード スーパー プライ 照 井 　 優 白 糠

2位 ウツズスター ダイアモンド ハートフル 林 　 稔 幸 白 糠

5部 1位 ベ ツ シ ー ギ ヤ レ ツ ト サ ル ト 田 井 克 広 音 別

6部 1位 ハ ー パ ート マ ジ エ ス タ マ テ イ ス 田 井 克 広 音 別

7部
1位 KWF サンチエリア ダーハム ビユー ㈱敬和ファーム 音 別

2位 ペ ンコール バレ ー バレツト サム 松 田 浩 二 白 糠

8部
1位 ヘイチヤン ゴールドウイン クライスラー 伊 深 洋 平 白 糠

2位 ア ド ミ ラ ル カ リ ス マ エ ー ス 松 田 浩 二 白 糠

10部
1位 ヘイチヤン シヤーキー マツクス ミント 伊 深 洋 平 白 糠

2位 トリプル セプテンバー ブローカー 細 谷 　 智 白 糠
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第5回 鶴居スプリングショウ

五
月
一
日
、
鶴
居
村
家
畜

共
進
会
場
に
お
い
て
、
第
五

回
鶴
居
ス
プ
リ
ン
グ
シ
ョ
ウ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

釧
路
丹
頂
農
協
乳
牛
改
良

同
志
会
鶴
居
支
部
主
催
に
よ

り
、
鶴
居
・
幌
呂
か
ら
計
二

十
五
頭
の
牛
が
出
陳
さ
れ
ま

し
た
。
審
査
員
は
、
標
茶
町

の
酪
農
家
鈴
木
重
充
氏
が

務
め
ま
し
た
。

一
部
か
ら
九
部
ま
で
各
部

の
審
査
が
行
な
わ
れ
、
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、
鶴

居
・
松
下
雅
幸
氏
の
出
品
牛

ミ
ス
テ
イ　
サ
ン　
ブ
ル
ー 

ハ
ー
バ
ー
ト
（
八
部
三
歳
経

産
ク
ラ
ス
）
が
、
ジ
ュ
ニ
ア

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、
鶴
居
・

㈲
菱
沼
フ
ァ
ー
ム
の
出
品
牛

ヒ
シ
ヌ
マ
フ
ア
ー
ム　
ロ
ー

ヤ
ル　
ダ
ン
デ
イ
ー　
デ
ラ
ツ

ク
ス
（
六
部
十
九
〜
二
十
四

ヶ
月
未
満
）
が
選
ば
れ
ま
し

た
。主

な
入
賞
牛
及
び
出
品
者

は
表
の
と
お
り
で
す
。

審査員：鈴木 重充 氏

入 賞 牛 一 覧 表

グランドチャンピオン
ミ ス テ イ サ ン ブ ル ー ハ ー バ ー ト 松 下 雅 幸 鶴 居

シニアチャンピオン
ミ ス テ イ サ ン ブ ル ー ハ ー バ ー ト 松 下 雅 幸 鶴 居

ジュニアチャンピオン
ヒシヌマフアーム ローヤル ダンデイー デラツクス ㈲菱沼ファーム 鶴 居

部 結果 名　　　　　号 出 品 者 地区

１部 １位 ウイス マリー パフオーマンス ブラツド 菊 地 栄 司 鶴 居

２部
１位 ダツチランド ルーベンス アランド ＲＥＤ 増 田 一 真 鶴 居

２位 インクリースフイールド ジユラルデン テンプ イースト 増 田 一 真 鶴 居

３部
１位 ＳＰ ルイスデール リリー サーマン ＥＴ (農) 高 橋 農 場 鶴 居

２位 ア ワ ー プ ラ イド シド ブ ル ー ミ ン 植 田 紘 史 幌 呂

４部
１位 Ｍ Ｍ サ ム マ チ ム ラ チ ヤ ン プ ス 松 下 雅 幸 鶴 居

２位 ヒンペル ＡＫＢＮ ４０８０ アイオーン (農) 清 和 農 場 鶴 居

５部
１位 ウ イ ス マ リ ー ブ ラ ツド ト リビ ア 菊 地 栄 司 鶴 居

２位 パインヘイブン オラホーム スーパー ダンデイー 松 井 俊 治 幌 呂

６部
１位 ヒシヌマフアーム ローヤル ダンデイー デラツクス ㈲菱沼ファーム 鶴 居

２位 アワープライド デンゼル レインボー 植 田 紘 史 幌 呂

７部
１位 TKS ウインナー ミノツコ ダンデイ 清 水 武 志 鶴 居

２位 OP オラホーム アシユラー ジヨンジヨン 植 田 紘 史 幌 呂

８部 １位 ミ ス テ イ サ ン ブ ル ー ハ ー バ ート 松 下 雅 幸 鶴 居

９部
１位 ス プ リ ン グ ジ エ ス ロ ル デ イ ー (農) 清 和 農 場 鶴 居

２位 ウイス マリー パフオーマンス デリア 菊 地 栄 司 鶴 居
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釧路丹頂農協酪農振興会 通常総会開催

釧路丹頂農業協同組合 農作業安全祈願祭

四
月
二
十
六
日
、
農
協
本
所

で
、
平
成
二
十
四
年
度
釧
路
丹

頂
農
協
農
作
業
安
全
祈
願
祭
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

對
木
範
誉
専
務
を
は
じ
め
、

鶴
居
村
山
田
秀
明
産
業
課
長
、

釧
路
警
察
署
鶴
居
駐
在
署
末

津
直
樹
署
長
や
各
関
係
団
体
の

代
表
者
が
出
席
し
、
玉
串
奉
天

及
び
神
事
を
執
り
行
な
い
ま
し

た
。

松
井
俊
治
常
務
が
「
交
通
事

故
並
び
に
農
作
業
事
故
撲
滅
宣

言
」
、
釧
路
丹
頂
農
協
青
年
部

菱
沼
和
也
部
長
よ
り
「
交
通
安

全
宣
言
」
が
行
な
わ
れ
、
農
作

業
繁
忙
時
期
に
向
け
、
交
通
事

故
及
び
農
作
業
事
故
の
撲
滅
を

誓
い
ま
し
た
。

今
後
も
安
全
第
一
で
農
作
業

に
あ
た
る
と
と
も
に
、
安
全
運

転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

四
月
十
七
日
、
本
所
で
第
七

回
釧
路
丹
頂
農
協
酪
農
振
興
会

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
竹
中
憲
之

会
長
は
「
一
年
を
振
り
返
る
と
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
北
海

道
酪
農
に
も
様
々
な
影
響
が
あ

り
、
国
民
が
い
だ
く
食
の
安
全

に
対
す
る
意
識
の
変
化
が
あ
っ

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
Ｔ
Ｐ

Ｐ
問
題
は
私
達
に
と
っ
て
大
変

心
配
さ
れ
る
事
案
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
生
乳
生
産
は
思
う
よ
う

に
伸
び
て
は
お
り
ま
せ
ん
が
、

今
年
こ
そ
は
乳
量
増
産
へ
の
取

り
組
み
を
行
な
っ
て
い
き
た

い
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

鶴
居
、
白
糠
、
音
別
の
各
支

部
か
ら
代
議
員
十
七
名
が
出
席

し
、
議
長
に
白
糠
支
部
の
北
村

康
浩
さ
ん
が
務
め
、
平
成
二
十

三
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
四
年

度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
に

つ
い
て
、
会
費
の
賦
課
及
び
徴

収
方
法
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
、

議
案
は
全
て
提
案
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

議長：北村 康浩さん
（白糠支部）

5



釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

乳
牛
を
健
康
に
飼
う
た
め
に
は
、
乾

乳
牛
の
適
正
な
飼
養
管
理
が
重
要
で
す
。

乾
乳
期
間
中
に
エ
サ
を
腹
一
杯
食
っ
て

分
娩
し
た
牛
は
、
疾
病
が
少
な
く
、
授

精
も
順
調
で
、
結
果
と
し
て
農
場
の
も

う
け
に
直
結
し
ま
す
。

今
回
は
、
乾
乳
牛
の
飼
養
管
理
全
般

を
改
善
し
た
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

☆
乾
乳
牛
の
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
☆

乾
乳
期
間
中
に
エ
サ
を
十
分
に
食
い

込
め
て
い
る
と
、
第
一
胃
の
容
積
が
確

保
さ
れ
て
い
る
た
め
、
分
娩
後
の
乾
物

摂
取
量
も
順
調
に
増
え
て
い
き
ま
す
。

分
娩
前
後
の
乾
物
摂
取
量
は
、
関
係

が
あ
り
、
乾
乳
期
に
摂
取
量
を
落
と
さ

な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
（
図
１
）。

☆
乾
乳
牛
の
現
状
☆

乾
乳
牛
が
飼
わ
れ
て
い
る
現
状
を
み

る
と
、
給
餌
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
、
労
働
力
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
十
分
に
エ
サ
が
食
べ
ら

れ
な
い
例
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
現
状
を
改
善
し
た
管
内
の
事
例

を
以
下
に
紹
介
し
ま
す
。

○
改
善
内
容

Ａ
農
場
は
乾
乳
牛
と
初
妊
牛
を
一
緒

に
飼
っ
て
お
り
、
場
所
も
自
宅
か
ら
遠

い
こ
と
な
ど
苦
労
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
二
年
前
に
乾
乳
用
の
ベ
ッ

ド
と
給
餌
施
設
を
整
備
し
、
昨
年
か
ら

は
乾
乳
用
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
給
与
を
実
践
し
ま

し
た
（
写
真
１
）。

○
牛
の
状
態

乾
乳
牛
群
を
作
り
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
を
飽
食

さ
せ
た
管
理
を
続
け
る
う
ち
に
、
分
娩

後
の
牛
の
状
態
が
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

腹
を
み
る
と
、
十
分
に
張
っ
て
お
り
、

食
い
込
ん
で
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
（
写
真
２
）。

○
立
ち
上
が
り
乳
量
の
推
移

改
善
前
後
の
乳
検
デ
ー
タ
を
表
一
に

示
し
ま
す
。
改
善
後
の
分
娩
50
日
以
内

の
飛
び
出
し
乳
量
は
４
㎏
、
50
か
ら
100

日
の
ピ
ー
ク
乳
量
は
７
㎏
増
加
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
乾
乳
牛
の
乾
物
摂
取
量
の

増
加
と
関
係
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
ま

す
。

○
本
人
の
声

「
分
娩
後
の
ト
ラ
ブ
ル
が
少
な
く
な

り
、
牛
の
状
態
は
非
常
に
安
定
し
て
い

る
。
乳
量
が
増
加
し
、
搾
乳
し
て
い
て

も
楽
し
い
」
と
い
っ
た
声
が
き
か
れ
ま

し
た
。

皆
さ
ん
も
是
非
、
乾
乳
牛
の
飼
料
給

与
方
法
を
今
一
度
見
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
?

（
平
成
二
四
年
四
月
作
成
）

写真１　乾乳牛飼養施設の整備

写真２　十分に食い込んだ乾乳牛

図１　分娩前後の乾物摂取量の関係
Dairy Science Update より引用

乾
乳
期
の
飼
養
管
理
の

改
善
事
例

表１　乾乳牛の飼養管理の改善と平均乳量の関係（事例）

飼養管理方法
分 娩 後 日 数

50日まで 50～100日

初妊牛と同居 36.7 33 .8

専 用施設建設 40.8 38 .7

T M R 給 与 41.1 40 .4

（単位：㎏）
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■
印
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白
糠
印
刷
㈱

編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□  TPP交渉参加断固阻止へ向けた大会や取り組みが、全道・全国各地で盛んに行なわ
れております。農産物を購入する際、消費者は安さだけを追求しているのかなどを見
極めるとともに、農産物を生産する過程やその背景にあるものなどを重視し、消費者
に安全・安心を今迄以上にアピールしていく必要があると思います。

□  今春は、雪解けの遅れや、5月はじめの大雨などにより、牧草の生育状況が大変心配
ですが、6月から始まる一番草の収穫に向け、今後の好天を期待しています。

理　事　会　報　告

■平成24年度 　生乳生産実績（4月）
月計乳量（kg） 4月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,384,675.4 100.6 8,384,675.4 100.6
（鶴居地区） 2,820,588.6 105.2 2,820,588.6 105.2
（幌呂地区） 2,227,234.9 97.7 2,227,234.9 97.7
（白糠地区） 1,909,849.9 96.5 1,909,849.9 96.5
（音別地区） 1,427,002.0 102.4 1,427,002.0 102.4

管 内 計 44,206,641.0 99.9 44,206,641.0 99.9
（前年度管内計） 44,271,542.8 44,271,542.8

家畜販売市況情報 
乳　牛  24年5月1日現在
□予想相場 （単位：千円）

種　別　
　規　格

登　　録　　牛
上 中

育成（８～ 12ヶ月） ３２０　　　～　　　２５０
初　　　　妊 ５５０～５１０ ５１０～４８０

経
産

２ 産 ～ ３ 産 ３７０　　　～　　　３２０
４ 産 ～ ５ 産 ３２０　　　～　　　２７０

初生とく  24年5月14日現在

初
生
と
く

規　　格 単　　価
６１kg～７０kg 都度協議

４５kg～６０kg ９００円/kg

４０kg～４４kg ８００円/kg

（提供／ホクレン釧路支所）

黒毛和種 24年4月11日音更市場 （価格：円・体重：㎏）

畜種 性別 成立頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 体重単価
肉
素

メス 659頭 779,100 175,350 392,463 286 1,373 
去勢 869頭 652,050 155,400 472,601 302 1,565 

（提供／ホクレン帯広支所）

ご結婚おめでとうございます。
平成24年４月にご結婚された後継者をご紹介致します。
鶴 居 村
下 幌 呂
4月29日
挙　式

松　下　善　貴 さん・旧姓（東）
　　　　　　　　　 ・鶴居村中幌呂出身
　　　　百鶴里 さん

第1回 臨時理事会　平成24年4月14日（土）
報告事項 
１．全中監査（JA全国監査機構監査）の結果報告について
２．定期（決算）監査報告について
付議事項 
議案第１号　 平成２３年度（第６年度）貸借対照表、損益

計算書および注記表並びに全国監査機構の監
査および監事の監査報告について

議案第２号　 平成２３年度（第６年度）事業報告、剰余金
処分案の承認について

※以上全件原案通り承認されました。

4月定例理事会　平成24年4月25日（水）
報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．３月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．子会社等の決算状況について

付議事項 
議案第１号　 農協検査指摘事項に対する改善・対応状況の

報告について
議案第２号　 理事と組合との契約承認について
※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項 
１．春季地区別懇談会における意見・要望等について


